
 

 

 

 
鈴木 音梨絵     Suzuki  Orie   

202２年本学を卒業
し、愛知県立高等学校教
諭として赴任、4 年目。 

｢話す｣｢聞く｣｢間をつ
くる｣ことを目標に掲げ
る｢リベラルアーツ国語｣
という授業に出会い研究
を続けている。 

 

栗木 智美  Kuriki Tomomi 

2020 年より「授業
と学び研究所」フェロー
に就任。愛知文教大学特
任教授として、模擬授業
者にかかわる。東海国語
教育を学ぶ会の事務局長
就任。現在も、中学校の
教室に立ち授業実践を続
けている。 

 本セミナーでは、本学の卒業生が模擬授
業を行います。 
言葉を用いたコミュニケーションのため

には、言葉以前の段階を踏む必要がありま
す。意識を他者に向けること、他者の気配
を感じ取ることです。これらの段階を経
て、言葉を用いたコミュニケーション「話
すこと・聞くこと」へと進んでいくリベラ
ルアーツ国語という授業について考えてい
きたいと思います。 
教える側として経験する教室と学び手と

して経験する教室の風景の違いや気づきを
出し合い、子どもについての見方、教師の
役割について学び合います。また少経験者
同士で授業や学級経営、保護者への対応な
ど日頃の悩みや問題も話し合いたいと思い
ます。 
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